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研究成果の概要（和文）： PTSD（心的外傷後ストレス障害）の子どもの場合、「母親のうつ状態の長期化」
「父親の加害者への怒りの感情」との関連性が見いだされた。裁判の証拠に近い凄惨な画像について、カラー画
像より白黒画像の方がインパクトは少なく、また、積極的に細部まで画像を見ることができることがわかった。
 性犯罪指定捜査員87名を対象に、アンケート調査を実施した結果、「ひどい状態のご遺体」に接した者は、
「感情労働」との関係が有意に高いことが明らかになった。さらに、ポーランド、オーストリアでの調査・情報
収集では、収容所生還者のトラウマは、その回復力に結びつく「豊かな人間性」「幼少期の愛着関係」と関連が
あることが見出された。

研究成果の概要（英文）：　It has been found that the children suffering PTSD often have mothers who 
have been suffering long-term depression and fathers who exhibit aggression towards criminals.　It 
has been found that when adults are shown pictures of injured people in court, black and white 
images have far less impact than do color images. In addition, adults are able to observe black and 
white images in much more detail than they can color ones.　　The results of a questionnaire to 87 
female sex crime investigators showed that investigators who have seen dreadfully mutilated bodies 
have a significantly higher relation to “emotional labor.”
   Research and information gathering in Poland and Austria has clearly shown that concentration 
camp survivors’ recovery from trauma has something to do with their resilience which was promoted 
by ‘a love and respect for humanity’ and ‘a loving and caring childhood’.

研究分野：臨床心理学

キーワード： PTSD（心的外傷後ストレス障害）　CIS（惨事ストレス）　惨事　感情労働　PTG（外傷後成長）　レジ
リエンス　ポーランドの被害者支援　オーストリアの被害者支援
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）本研究に関連する国内・国外の研究動
向、位置づけ 
 我が国では、2013 年 5 月に福島地裁で強
盗殺人事件の現場のカラー写真を見た裁判
員の女性がストレス障害と診断されたとし
て国を提訴した。これを機に、最高裁は、8
月 1日までに全国の裁判所に、東京地裁の取
り組みを紹介し、運用の参考にするよう通知
している。裁判員のメンタルヘルス対策が、
ようやく具体化する状況にある。 
 米国の陪審員制度では、すでに、二次的外
傷性ストレス症状を経験することを予防す
るため、陪審員の心のケアについて全国調査
を行い、裁判官、裁判所職員向けにマニュア
ルを作成している。英国では、犯罪の目撃者
への裁判等への支援も充実しているという。 
 救援者や裁判員のみならず、東日本大震災
をはじめとする自然災害、事件、事故による
人的災害の被害者も生々しい惨事を体験・目
撃する。また、遺族は傷ついた被害者（身内）
を目の当たりにせざるを得ない現状もある。
しかし「惨事体験・目撃」に絞ったストレス
（PTSD、CIS）の研究は少ない。また、「惨
事体験」をした救援者、裁判員はストレスを
かかえつつも、労働をしなければならない状
況にある。「感情労働」という概念は、ホッ
クシールド（1983 年）が提唱した概念で、
自らの感情を管理することが求められる労
働をいう。この概念は、メンタルヘルスを考
える上でも重要であり、近年、注目されつつ
ある。自殺者の中には、トラウマ体験者も多
いという研究報告もある。このように、「惨
事体験・目撃」によるストレスに加え、感情
労働という要因が加わった際の心理的影響
に関する研究はほとんどみられない。このよ
うな研究は今後、メンタルヘルス領域に有用
であり、実行力のある要因を見出し、対策を
講じることが望まれている。 
（２）これまでの研究成果を踏まえ着想に至
った経緯 
本研究代表者（餅原）は、研究分担者（久留）
とともに、1991年にわが国で初めて「PTSD」
と診断された事例への臨床心理査定、臨床心
理面接を実施し、発表してきた（久留・餅原、
1997；餅原・久留、2001；餅原、2002；餅
原、2003；餅原ら、2007；餅原、2010）。同
時に、鹿児島県において、「犯罪被害者等支
援連絡協議会」の幹事、「かごしま犯罪被害
者支援センター」の理事（研究分担者：久留
は理事長）、文部科学省委嘱事業では、「平成
18 年度臨床心理士の資質向上に関する調査
研究～犯罪被害者等支援に資する臨床心理
士の実践課題～」の基礎調査検討委員の一員
として携わってきた。同時に、2001 年に発
生した九州南西海域不審船事案による銃撃
戦に携わった海上保安官のストレス
（PTSD,CIS）への危機介入、裁判所職員を
はじめ、救援者（警察官、消防職員、救急救
命士、海上保安官等）へのメンタルヘルスに

関する講演をはじめとし、臨床心理面接等を
久留とともに行ってきた。 
2009 年に裁判員裁判が開始され、同年 6 月
には南日本新聞に「裁判員のメンタルヘルス
（久留）」の記事が掲載された。また、2013
年 9月には、本研究代表者が鹿児島家庭裁判
所からの依頼により、「裁判員の方々の精神
的負担を軽減するために」というテーマで、
裁判官、裁判員の接遇等を担当する刑事部職
員を対象に講演を実施した。その資料は、福
岡高裁へも提出された。これらの状況から、
「惨事体験・目撃」によるストレスについて
明らかにし、その対策は急務の課題となって
いる。 
以上の経緯から、本研究の着想に至った。 
（３）これまでの研究成果の発展性 
救援者のストレスに関する研究（科学研究
費：餅原、2006）では、救援者（消防職員、
海上保安官、警察官、救急救命士）1490 名
のうち、60.7％が「ひどい状態のご遺体を眼
にした、あるいはかかわった」という体験を
していることが見出された。また、犯罪被害
者に関する研究（科学研究費：久留・餅原、
2011）、同研究費研究中の「性被害者の臨床
心理査定、臨床心理面接に関する研究～
PTSD に視点をあてて～（平成 23～平成 25
年度；研究代表者：餅原尚子）」でも、被害
者の惨事体験（花火工場爆発事故、児童生徒
の集団交通事故被害、殺人事件等）によるス
トレス（PTSD）が明らかになっている。こ
れらの研究成果は着実に評価され、2011年の
東日本大震災後も原稿の依頼があった（餅原、
2011）。また、同時に臨床心理士の感情労働
にも着目し、研究も行ってきた（四元・餅原・
久留、2013）。これらの研究成果から、「惨事
体験・目撃」に視点をあて、そのストレス状
況とそれに伴う感情労働のありようを臨床
心理学的視点から分析、考察し、救援者のメ
ンタルヘルスや裁判員裁判のありようへと
発展させていきたい。 
 
２．研究の目的 
（１）惨事体験・目撃による被害者、遺族、
救援者、裁判員等のストレス状況について、
国内外の研究結果等の情報収集、海外の陪
審制度、参審制度での実態を把握し、現状
と課題を明確にする。 
（２）PTSDの症状を呈した被害者に対する
臨床心理査定（PTSDの半構造化面接、ロ
ールシャッハ・テスト等）の結果と臨床心
理面接により、惨事体験・目撃によるスト
レスとその回復過程を分析する。その際、
実際に惨事に直面した場合と、間接的に体
験した場合の相違点について明らかにす
る。 
（３）カラー写真、白黒写真、絵画風写真を
見ることによって受けるストレスについ
て調査する。 
（４）救援者の惨事体験・目撃のありよう、
元々のパーソナリティによって、どのよう



なストレス状況になるのかを明らかにし、
そのことと感情労働との関連について調
査を実施する。 
（５）惨事体験・目撃により、どのようなス
トレス状況になり、どのようにして克服し
ていったのかをインタビュー等を通して
明らかにする。 
（６）１）～５）の結果から、救援者のメン
タルヘルスのありようや、裁判員の精神的
負担について考察し、臨床心理学の視点か
ら支援システムの構築を試みる。 

 
３．研究の方法 
（１）PTSD を呈した被害者の惨事体験・目撃
の内容とストレス反応、その回復過程を分
析する。新規ケースは研究協力機関(県警
や犯罪被害者支援センター等)と連携し、
データ収集をする。 
（２）撮影した写真を画像変換ソフトによっ
てカラー写真、白黒写真、絵画風写真に加
工し、それを見ることによるストレスにつ
いて、一般成人を対象に調査する。 
（３）救援者（自衛隊員、警察官、消防職員
等）を対象に、惨事体験・目撃のありよう、
元々のパーソナリティによって、どのよう
なストレス状況になるのか、そのことと感
情労働との関連についてアンケート調査、
インタビュー等を通して、統計ソフトを用
いて分析する。 
（４）1)～3)の結果と海外のメンタルヘルス、
陪審制度・参審制度の現状との比較からガ
イドラインを作成・印刷し、関係機関へ配
布し、支援システムの構築を試みる。 
 
４．研究成果 
（1）裁判員裁判になると、裁判員も証拠を
目の当たりにする。被害者は当事者であるだ
けでなく、証拠を見られてしまうという不安
が重なる。また、裁判員自身も、特に女性の
裁判員の場合、証拠等を目の当たりにするこ
とにより、疑似体験してしまう可能背もある。
2013年 11月、2015年 1月に2大学大学生273
名（男性 102 名、女性 171 名）を対象にアン
ケート調査を実施した結果、裁判員裁判員裁
判から性暴力犯罪を除外することについて、
男性は「除外しなくてもよい」と回答し、女
性は「わからない」と回答していた。ドイツ
のヘッセン州司法省及び裁判所を訪問した
際、ドイツでの裁判は、性暴力の被害者や性
的虐待を受けた未成年者の場合、尋問の間、
裁判を非公開とする要求が可能になったと
のことだった（裁判所構成法第 171 条ｂ）。
被害者に対し、裁判員裁判に付すか否かの選
択権を被害者に実質的に与えることも今後、
検討していく課題であることが見いだされ
た。 
（2）平成 5 年以降の PTSD の事例、平成 26
年度の事例新規 13 ケース、平成 27 年度の事
例（継続 2ケース、新規 13 ケース）、平成 28
年度の事例新規 8ケースについて、惨事の直

接体験（目撃）、関節体験による主観的意味
づけとストレスの程度、回復過程について分
析した。特に、殺人や DV を目撃、性被害に
より PTSD を発症したた子どもの場合、母親
は、子ども以上にショックをうけ、うつ状態
になりやすくその症状は長期化することが
見いだされた。父親は、怒りの感情が生じや
すいことがわかった。また、子どもの場合、
間接体験と直接体験にあまり差はみられな
かったが、成人の場合、直接体験の方が長期
化することが示唆された。 
（3）画像を見ることによるストレス状況を
把握するために、48 枚のカラー画像（擦過傷、
擦過創、挫傷、挫創、挫滅創、切創、裂創、
割創、銃創、刺創、杙創、咬創）を軽症から
重症までの 5 段階に分類した。その画像を 2
名の男性警察官、1名の女性警察官に呈示し、
犯罪被害の証拠写真に近いものを選択して
もらった。さらに、あらかじめ研究代表者と
研究分担者で選択した 5 枚のカラー画像を
「絵画風」「白黒」に加工し、再度、呈示し
た。その結果、カラー画像より、白黒画像の
方がインパクトは少なく、また、積極的に細
部まで画像を見ることができることがわか
った。 
（4）性犯罪指定捜査員に指定されている女
性警察官 87 名を対象に、「惨事状況」「スト
レス（CIS、PTSD）」「感情労働」「外傷後成長
（PTG）」に関するアンケート調査を実施した。
その結果、「ひどい状態のご遺体を眼にした、
あるいはかかわった」者（19 名：21.8％）は、
かかわっていない者に比べ、感情労働尺度の
合計点が有意に高いことが見いだされた
（t=2.001,df=73,p<.05）。つまり、ひどい状
態のご遺体を眼にしたにもかかわらず、自己
の感情を抑制しつつ支援活動を行っていた。
PTSD と PTG に有意差は見られなかった。 
 さらにクロス集計（カイ二乗検定）を行っ
た結果、既婚者（19 名）に比べ、未婚者（67
名）は、「悲惨な出来事を思い出させるよう
なことを見たり、聞いたりすると心が痛む」
と回答していた（ｐ＜.01）。 
（5）（4）の結果から、PTSD と PTG の関連が
見いだされなかったため、インタビューを予
定していたが、次年度以降、対象者を増やし
（男性警察官）、分析を行った後、その結果
に基づき、インタビューを実施してみたい。 
（6）ポーランドで、アウシュビッツ・ビル
ケナウ強制絶滅収容所、Subvenia Victima(ポ
ーランド犯罪被害者支援協会)での学術交流
を行った。さらにオーストリア・ウィーンの
WEISSER RING、ウィーン地方刑事裁判所の
陪審制度における被害者支援ならびに陪審
員のメンタルヘルス、ウィーン医科大学にお
けるトラウマの最新情報に関する学術交流、
NEUSTART における加害者支援についての情
報収集等を行なった。収容所経験をした
Frankl 博物館を訪問し、収容所体験者のトラ
ウマやその後の症状は、レジリエンス、PTG
に結びつく「豊かな人間性」、幼少期の「愛



着関係」と関連があることを見出すことがで
きた。 
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